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調査地域 福井県 

調査時期 2012年 

調査対象 15～18歳（高校生） 

依頼数 21802人 

回収率 89.3％ 

診断方法 その他の調査票 

有症率 19.2％ 

調査概要 アレルギー性疾患の発症と寛解の関連要因を調査した論文。

何らかのアレルギー性疾患を有する割合は約 40％で、アレルギー性鼻炎は 

発症率が高いが寛解率が低く、幼児・出生期に発症リスクが高い。 


